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 〔 方 法 〕 
 温度、湿度を一定に保った室内において、新たに開発した短焦点高密度型波面センサーを用いて、屈折異常以外に
眼科的に異常を認めない正常者 20 人に対し、高次収差を１秒毎に 30 秒間連続測定した。測定中の瞬目条件は、瞬目
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 ＊FI、SI、Tmin について：高次収差の変化の指標である FI、SI のいずれもが、のこぎり型では安定型、動揺型に
比べ有意に値が高かった。動揺型は安定型に比べて高い値を示す傾向にあったが、有意差は認められなかった。また、















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年、視機能の質の重要性が認識される中、涙液が視機能に及ぼす影響については関心が高まっているにもかかわ
らず、瞬目に伴う涙液動態の変化が眼球全体における光学的特性に及ぼす影響を動的に評価することは未解明のまま
であった。そこで、本研究では眼の高次収差（不正乱視）を動的かつ定量的に測定できる短焦点高密度型波面センサ
ーを用いて、正常眼における瞬目に伴う涙液動態の変化が高次収差に及ぼす影響について検討した。その結果、眼科
的には異常を認めない正常眼においても、瞬目抑制下では高次収差の経時的な変化のパターンにより分類が可能であ
ることが示された。また、瞬目抑制下においては不安定な高次収差の経時的変化を示すサブグループが存在すること
も判った。 
 筆者らが行った波面収差の連続測定は既に臨床応用され始め、ドライアイやコンタクトレンズ装用眼など様々な涙
液動態における光学的特性や各種治療の治療効果の評価を可能としており、本研究の業績は学位に値するものと認め
る。 
